
No 分類 意見

1 全般 住民が読むことを前提としたわかりやすい表現を用い、専門的用語など
は注釈を加えるなどして理解が容易となる内容とすること。

2 大気 施設の供用中、イオロ山や馬場山等の地形の影響によるダウンドラフト
について、予測・評価をすること。または地形の影響を考慮する必要が
ないとする場合には、その理由を明記すること。

3 大気 特殊な気象条件においても周辺への影響が可能な限り抑えられるよう、
建設機械の稼働についてピークを低減するなどの環境保全措置を検討す
ること。

4 水質 具体的な雨水排水計画において調整池の必要性を検討し、その内容を明
確にすること。

5 水質 工事中に発生する濁水については、より長期間のデータを使用するなど
によって予測条件を見直し、十分に濁水処理を行うとともに、これらを
踏まえた予測・評価を行うこと。

6 生物 猛禽類の生息には、営巣環境に加えて採餌環境についても予測・評価を
行うこと。

7 生物 緑化にあたっては、在来種によること。
8 伝承文化 事業予定地がどういった場所であったのか、周辺の住民に聴き取りを行

い、評価書に記載すること。
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